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五
月
十
四
日
（
木
）、
群
馬
県
を

含
む
三
十
九
県
の
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
群
馬
県
で
は
引
き
続
き
外
出
自

粛
及
び
休
業
要
請
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
外
出
自
粛
・
休
業
要
請

を
段
階
的
に
緩
和
し
て
い
く
た
め
の

「
社
会
経
済
活
動
再
開
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
Ｈ
Ｐ

な
ど
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は

群
馬
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

群
馬
同
友
会
で
は
、
三
月
四
日
〜

四
月
四
日
ま
で
の
間
に
予
定
さ
れ
て

い
た
全
て
の
公
式
行
事
を
延
期
・
中

止
と
し
ま
し
た
が
、
四
月
理
事
会
で

の
再
協
議
を
踏
ま
え
、
会
合
等
の
中

止
・
開
催
・
延
期
の
決
定
を
各
組
織

に
移
行
。
四
月
二
十
二
日
（
水
）
の

第
四
十
八
回
定
時
総
会
で
は
、
例
年

実
施
し
て
い
た
記
念
講
演
・
交
流
会

を
中
止
し
、
少
人
数
の
参
加
に
よ
る

縮
小
開
催
に
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
を
経
て
新
年
度
を
迎
え

た
群
馬
同
友
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
に
大
幅

な
制
限
が
掛
か
っ
て
い
る
状
況
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
な

か
、理
事
会
を
は
じ
め
、支
部
・
部
会
・

委
員
会
な
ど
の
各
組
織
で
は
「
活
動

を
止
め
な
い
！
」
を
標
榜
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

理
事
会
・
総
務
会
で
は
、
四
月
以

降
の
会
合
を
書
面
決
議
や
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
に
て
実
施
。
行
政
や
他
県
同

友
会
の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
群
馬
同
友
会
を
舵
取
り
す

べ
き
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各

業
種
・
業
界
へ
の
影
響
や
自
社
で

取
っ
て
い
る
対
策
な
ど
の
情
報
共
有

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
支
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
情
勢
に
合
わ
せ
て
、
現
在
で
き

る
方
法
で
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
活
用

し
た
運
営
委
員
会
や
情
報
交
換
な
ど

の
実
施
、
あ
る
い
は
支
部
総
会
の
縮

小
開
催
や
延
期
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更

な
ど
の
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

部
会
・
委
員
会
で
は
、

四
月
の
新
入
社
員
研
修

会
（
共
育
部
会
）
の
中

止
、
八
月
か
ら
の
経
営
指

針
を
つ
く
る
会
（
経
営
労

働
部
会
）
も
開
催
方
法
や

内
容
を
変
更
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の

部
会
・
委
員
会
に
つ
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
踏
ま
え
た
企
画
や
活
動

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

中
小
企
業
家
同
友
会
全

国
協
議
会（
以
下
中
同
協
）

で
は
、
五
月
十
三
日
に

中
同
協
公
式Y

ou tube

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
配
信
が
ス
タ
ー
ト
。

ま
た
、
五
月
十
九
日
に
は
全
国
の
会

員
に
あ
て
た
広
浜
会
長
の
談
話
「
長

期
化
に
備
え
、
視
座
高
く
変
化
に
対

応
し
よ
う
〜
中
小
企
業
の
維
持
、
存

続
こ
そ
経
済
・
社
会
の
支
え
〜
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
規
模
で
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
会

員
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
・
強
化

す
る
と
と
も
に
、
一
人
で
悩
ま
ず
同

友
会
に
相
談
し
て
知
恵
を
出
し
合
い

ま
し
ょ
う
！

激
動
を
よ
き
友
に
！

�

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
同
友
会
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調
査
結
果
Ⅲ
（
４
／
30
時
点
）

◆
聞
き
取
り
企
業
①
／

�

廃
棄
物
処
理
業

影
響

現
在
ま
で
…
期
首
（
一
月
）
〜
第

１
四
半
期
終
了
（
三
月
）
ま
で
の
業

績
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

今
後
…
第
２
四
半
期
に
入
り
、
Ｇ
Ｗ

を
目
前
に
取
引
先
よ
り
納
入
調
整
依

頼
を
受
け
始
め
た
。
こ
れ
は
即
ち
仕

事
量
が
減
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
著

し
い
業
績
の
悪
化
は
五
月
以
降
を
予

測
。対

策
お
金
…
メ
イ
ン
バ
ン
ク
よ
り
運
転
資

金
を
調
達
済
み
（
超
低
金
利
・
長
期
・

無
保
証
）。
制
度
融
資
に
も
関
心
は

あ
る
が
、
現
状
は
政
府
系
金
融
機
関

と
の
取
引
が
な
く
、
ま
た
、
多
少
の

余
裕
資
金
も
あ
る
た
め
、
今
す
ぐ
に

と
焦
る
の
で
は
な
く
、
第
２
四
半
期

の
収
益
の
様
子
で
判
断
す
る
予
定
。

社
内
…
手
洗
い
、
手
指
消
毒
（
全
員

に
消
毒
薬
配
布
）、マ
ス
ク
着
用
（
全

員
に
配
布
）、
出
勤
前
の
検
温
、
共

有
タ
オ
ル
の
廃
止
、
ゲ
ス
ト
の
飲
み

物
は
紙
コ
ッ
プ
を
使
用
、
業
務
連
絡

用
の
携
帯
電
話
を
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
ス

マ
ホ
へ
変
更
（
定
例
会
議
を
オ
ン
ラ

イ
ン
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
）。

取
引
先
…
主
な
連
絡
手
段
は
電
話
か

E-M
ail

、
表
敬
訪
問
を
自
粛
し
合
う

よ
う
に
し
て
い
る
。
や
む
を
得
ず
来

訪
・
接
客
の
際
は
互
い
に
マ
ス
ク
着

用
必
須
。
排
出
先
・
処
分
場
で
の
検

温
と
手
指
消
毒
と
マ
ス
ク
着
用
な

ど
。一

言

　

自
社
の
社
会
的
役
割
が
削
ら
れ

未
来
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
時
、

真
っ
先
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
の
は

経
営
者
自
身
の
メ
ン
タ
ル
だ
と
思
い

ま
す
。
天
災
に
よ
る
社
会
構
造
の
崩

れ
と
は
い
え
、
急
激
に
不
確
実
と

な
っ
た
こ
の
時
代
を
生
き
残
る
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
身

の
心
の
ケ
ア
も
忘
れ
ず
健
や
か
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◆
聞
き
取
り
企
業
②
／

�

情
報
通
信
業

影
響

現
在
ま
で
…
派
遣
者
の
契
約
一
時
休

止
。
開
始
予
定
だ
っ
た
案
件
の
ス

ト
ッ
プ
・
延
期
。
受
注
の
減
少
。

今
後
…
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
業
務
効

率
の
低
下
。
取
引
先
の
業
績
悪
化
に

よ
る
投
資
抑
制
、益
々
の
受
注
減
少
。

対
策

お
金
…
影
響
は
ま
だ
な
い
が
、
制
度

融
資
や
金
融
機
関
か
ら
の
直
接
融
資

な
ど
比
較
検
討
し
て
利
用
し
て
い

く
。で
き
れ
ば
借
り
た
く
な
い
の
で
、

補
助
金
や
助
成
金
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
使
え
る
も
の
は
使
っ
て
い
く

予
定
。
外
注
な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
・

見
直
し
。
ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
借

り
る
前
に
、
保
険
会
社
の
「
契
約
者

貸
付
」
を
利
用
す
る
（
解
約
返
戻
金

の
七
割
〜
九
割
を
無
利
子
で
借
り
ら

れ
る
）。

社
内
…
発
熱
時
の
自
宅
待
機
や
マ
ス

ク
着
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
手
洗

い
・
う
が
い
・
換
気
な
ど
細
か
い
こ

と
ま
で
ル
ー
ル
化
し
た
。
少
々
窮
屈

に
感
じ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
。

取
引
先
…
基
本
的
に
ほ
ぼ
テ
レ
ワ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
。
電
話
か
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
を
活
用
し
て
い
る
が
、
新
規
の

受
注
に
は
な
か
な
か
繋
が
ら
ず
今
後

の
売
上
に
影
響
す
る
。

そ
の
他
…
原
則
出
張
禁
止
、
ま
た
来

社
も
同
様
。

一
言

　

影
響
の
度
合
い
は
各
社
様
々
と
思

い
ま
す
が
、
困
っ
た
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
発
信
し
て
助
け
合
う
仲
間
で
あ
り

た
い
。

◆
聞
き
取
り
企
業
③
／

�

繊
維
製
品
製
造
業

影
響

現
在
ま
で
…
一
部
の
取
引
先
の
受
注

量
が
減
少
し
て
い
る
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
店

舗
で
は
在
宅
の
人
が
多
い
影
響
で
、

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、会員企業にも多大な影響が出てきており、各社で様々
な対策に取り組んでいるかと思います。つきましては『会員企業が実際にどんな影響があり、ど
んな対策に取り組んでいるか』の聞き取り調査を実施しましたので、自社における対策の参考に
していただけると幸いです。また、今後も定期的に配信できればと考えておりますので、「当社
ではこんな対策をしている」という情報提供も合わせてお願いできればと思います。会員同士、
地域の経営者同士で協力しあい、この難局を乗り越えましょう！

新型コロナウイルスの影響・対策
〜会員企業への聞き取り調査結果Ⅲ〜
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こ
れ
ま
で
に
な
く
受
注
量
が
増
加
し

て
い
る
。
今
年
度
の
売
上
目
標
に
新

規
取
引
先
の
売
上
を
計
上
し
て
い
た

が
、
出
張
を
伴
う
営
業
活
動
が
で
き

な
い
。
ま
た
は
先
の
企
画
の
都
合
で

保
留
に
な
っ
て
い
る
。
原
材
料
・
部

材
の
仕
入
れ
に
関
し
て
は
全
く
影
響

が
出
て
い
な
い
。

今
後
…
受
注
量
が
減
少
し
て
い
る
得

意
先
で
は
、
今
年
度
の
売
上
高
は
四

〜
五
千
万
円
減
少
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
取
引
先
の
倒
産
が
懸

念
さ
れ
る
。
通
販
媒
体
の
取
引
先
で

は
、
販
売
計
画
を
上
振
れ
す
る
予
測

を
各
社
が
示
し
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で

販
売
し
て
い
る
商
品
の
仕
入
先
で

は
、
繁
忙
に
よ
り
納
期
遅
延
が
予
測

さ
れ
る
。

対
策

お
金
…
資
金
不
足
を
感
じ
た
ら
、

フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
の
期
日
前
の
現
金

化
や
手
形
の
割
引
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
今
年
度
の
設
備
投
資
に
予
算
を

組
ん
で
い
た
が
、
先
が
見
え
る
ま
で

す
べ
て
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

れ
で
も
資
金
が
不
足
し
た
場
合
は
、

借
入
の
条
件
変
更
を
行
い
、
新
規
の

借
入
は
最
終
手
段
と
し
て
と
っ
て
お

き
た
い
。

社
内
…
四
月
上
旬
に
パ
チ
ン
コ
や
飲

み
に
出
歩
い
て
い
る
社
員
が
い
た
た

め
、
全
世
界
の
緊
急
事
態
と
い
う
こ

と
や
再
度
具
体
的
に
取
る
べ
き
行
動

の
説
明
を
し
た
。
ま
た
、
危
機
感
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
違
い
、
自
分
を
含
め
周
り
の

人
の
死
に
直
結
す
る
こ
と
を
し
つ
こ

く
全
社
員
へ
説
明
し
た
。
業
務
に
お

い
て
は
、
昨
年
十
二
月
よ
り
商
品
の

開
発
に
注
力
し
、
開
発
体
制
を
大
幅

に
変
更
し
て
進
め
て
い
る
こ
と
が
功

を
奏
し
た
。
伸
び
て
い
る
分
野
に
全

力
を
注
ぐ
。

取
引
先
…
遠
方
の
取
引
先
に
お
い
て

は
、
メ
ー
ル
・
電
話
連
絡
を
密
に
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
話
し
た
り
聞
い
た
り
し
て

い
る
た
め
、
よ
り
連
帯
感
が
出
て
い

る
。一

言

　

会
社
、
自
分
を
見
直
す
良
い
機
会

だ
と
思
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
踏
ま
え
、
経
営
計

画
を
修
正
し
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

経
営
指
針
の
発
表
を
し
た
が
、
具
体

的
な
計
画
事
案
や
数
値
目
標
が
わ

か
っ
て
い
る
と
、
社
員
に
と
っ
て
安

心
し
て
業
務
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。
何
よ
り
も
自
分
が
一

番
安
心
す
る
。
可
視
化
し
て
い
る
こ

と
で
頭
の
中
が
整
理
で
き
て
、
悩
ま

な
い
。

《
常
任
理
事
》

代
表
理
事

　

山
岸　

良
一　

㈱
山
岸
製
作
所 

社　

長

代
表
理
事

　

澤
浦　

彰
治　

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱ 

社　

長

代
表
理
事

　

田
村　

徳
良　

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス 

社　

長

副
代
表
理
事

　

提
箸　

康
裕　

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱ 

社　

長

副
代
表
理
事

　

町
田　

英
之　

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

社　

長

経
営
労
働
部
会
長

　

戸
塚　

美
秀　

㈱
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム 

社　

長

共
育
部
会
長

　

吉
池　
　

睦　

川
上
機
工
㈱ 

社　

長

共
同
求
人
部
会
長　

＊
兼
務

　

提
箸　

康
裕　

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱ 

社　

長

青
年
部
会
長

　

布
施　

浩
二　

㈱
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ム 

社　

長

女
性
部
（
仮
）
準
備
会
長　

＊
兼
務

　

澤
浦　

彰
治　

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱ 

社　

長

障
害
者
雇
用
委
員
長

　

本
多　

宏
弥　

合
同
会
社
ユ
リ
ア 

代　

表

政
策
委
員
長

　

増
田　

晋
一　

増
田
煉
瓦
㈱ 

社　

長

広
報
委
員
長

　

佐
藤　

孝
志　

サ
ラ
フ
ジ
㈱ 

社　

長

研
究
集
会
実
行
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田支部所属）から沼田市へマスク 2000 枚などが寄
付された。ほかに消毒液 48 本、ウエットティッシュ
96 パック。石澤雄一郎社長が、横山公一市長に手
渡した。「近く学校が始まるので、子どもたちのた
めに使いたい」と横山市長。
 ［５／ 18 付上毛］

【県にマスク寄付】
� ㈱メモリード
　冠婚葬祭業の㈱メモリード（取締役部長・渡辺秀
信氏／太田支部所属）の吉田卓史社長が 18 日、県
庁を訪れ、山本一太知事にマスク５万枚を寄付した。
マスクは学校や医療福祉施設などで活用される。受
納式で吉田社長は「弊社の事業も影響を受けている
が、医療福祉分野など最前線で戦う人たちの少しで
もお役に立てれば」とあいさつ。山本知事は「事業
も大変な中での寄贈に感謝したい。事業者は大変な
状況だが、力を合わせて乗り越えていければ」と話
した。 ［５／ 19 付上毛］

【会員登録変更】
　上毛開発㈱・島田崇弘氏（沼田支部所属）は、こ
の度、下記の通り会員登録を変更しました。
ヒカリホーム㈱
代表取締役・島田崇弘
〒 378-0031　沼田市薄根町 3373-9
TEL：0278-25-4691　　FAX：0278-25-4692

【代表取締役社長就任】
　㈱石井工機、常務取締役・石井安美氏（高崎支部
所属）は、この度、「代表取締役社長」に就任しました。

【事務所移転】
　㈲イーヴライン、代表取締役・寿盛倫子氏（太田
支部所属）では、この度、下記の通り事務所を移転
しました。
〒 373-0815　太田市東別所町 254-5
TEL：0276-55-8531　　FAX：0276-55-5331

【事務所移転】
　松木制作所、代表・松木剛一氏（前橋支部所属）
では、この度、下記の通り事務所を移転しました。
〒 379-2107　前橋市荒口町 574-1
TEL：027-289-4897

【組織変更＆代表取締役就任】
　関東燃料企業組合、代表理事・古澤泰明氏（前橋
支部所属）は、この度、「関東燃料㈱」に組織変更し、
合わせて「代表取締役」に就任しました。

護に対する考え方と、角田氏の介護への構想がマッ
チしたことで 19 年９月から本格的な準備を始めた。
現在は主に、快適な住宅介護ができるよう介護ベッ
トや車いすなどの福祉用具レンタル・販売、手すり
の取り付けといった住宅改修を行っている。
　角田氏は「愛情と情熱をもって利用者さまのため
に尽くし、笑顔を見たい。幸せを感じながら老後を
送れる人を増やしていきたい。弊社の本業と並ぶ事
業の柱にできるよう基盤を作り上げていきたい」と
話している。 ［４／ 30 付ぐん経］

【自社製フェースシールド寄贈】
� ㈱シェリー
　金型設計やパッケージ印刷などを手掛ける㈱
シェリー（代表取締役・清塚徹氏／渋川吾妻支部所
属）は、飛沫感染の防止が期待できる「フェースシー
ルド」500 枚を渋川市に寄贈した。同社は新型コロ
ナウイルスの感染拡大を受け、４月上旬にフェース
シールドの開発に着手。縦 200㍉、横 220㍉の透明
なポリエステルシートで、使い捨てのマスクに取り
付けて顔全体を覆うことができる。清塚社長は市役
所を訪れ、「備品が不足している現状を聞き、すぐ
に作製した。現場の人たちに届けてほしい」と話し
た。高木勉市長は「窓口対応を担当する市の職員な
どに配布し、有効に活用したい」と感謝した。
 ［５／６付上毛］

【企業のDX導入支援】
� 中央カレッジグループ
� ㈱ＣＲＩ中央総研
　人工知能（AI）や IoT（モノのインターネッ
ト）を推進して事業革新を起こすデジタルトランス
フォーメーション（DX）の普及を目指し、中央カ
レッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／前橋支
部所属）は「DX デザイン研究所」を設立した。グ
ループが持つ経営コンサルと情報教育のノウハウ
を生かし、企業の DX 導入支援や人材育成を行う。
情報システムやグラフィックデザインを教える中
央情報大学校と、経営コンサルの㈱ CRI 中央総研

（代表取締役・高木達也氏／前橋支部所属）の職員
が実務に当たる。事務局は中央総研に置く。
　同校の中島慎太郎学校長は「日本にはまだデジタ
ル化への恐れや抵抗がある。企業の競争力を維持す
るには DX が必要だとされており、人の意識の変革
を含めて普及に取り組みたい」と話した。
 ［５／６付上毛］

【マスク 2000 枚など寄付】
� ㈱マルキホームズ
　㈱マルキホームズ（取締役専務・石澤憲一氏／沼

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。同友会のホームページで
会員検索できます。 と感謝した。 ［４／ 28 付上毛］

【フェースシールド開発】
� ㈱サンエイ
　断熱材などの加工販売を手掛ける㈱サンエイ（代
表取締役・中西聡之氏／太田支部所属）は、新型コ
ロナウイルスの感染防止のため、飛沫などから顔を
守るフェースシールドを開発した。ポリカーボネー
ト（PC）で顔全体を覆うタイプで、病院や介護現場
などでの利用を想定している。当初は品薄が続くマ
スクを製造しようと考えたが、異業種の大手企業が
続々と参入したことを受け、今月からフェースシー
ルドの開発に乗り出した。PC や額に着けるウレタ
ンなどの素材は自社で取り扱っていることから、短
期間で試作品を完成させた。試作品は、県内の病院
や介護施設で試験的に使ってもらった。使った医療
関係者らの反応も良く、製品化が決まった。今後は
自社で取り扱う素材を生かした新製品の開発にも意
欲を示している。初回生産は千個で、１個 650 円（税
抜き）。10個以上から購入できる。11日から同社ウェ
ブサイトで販売する。 ［４／ 30 付上毛］

【手軽に次亜塩素酸水】
� ㈱グンビル
　清掃管理、環境問題対策事業などを手掛ける㈱グ
ンビル（代表取締役・高野こずえ氏／太田支部所属）
はこのほど、ウイルス除菌として、次亜塩素酸水の
生成顆粒をパッケージ化した「除菌パウダー　太陽
コロナ　ウイルス除菌剤」の販売を開始した。水道
水に溶かすだけで、次亜塩素酸水がつくれ、さまざ
まな用途に応じて濃度を調整でき、手軽に持ち運べ、
未開封であれば長期保存が可能。価格は１包 500 円

（税別）で 30 包以上で１包 400 円。
　高野社長は「以前より社を挙げて SDGs（持続可
能な開発目標）に取り組んでいる。コロナでいろん
な面から環境に対する意識が変わると思う。伊勢崎
や群馬でこういった分野の先頭に立てる会社を目指
し、社員ともこのコロナを乗り切ろうと共有してい
る」と話している。 ［４／ 30 付ぐん経］

【介護事業に新規参入】
� ハトリバンテック㈱
　樹脂切削加工などを手掛けるハトリバンテック㈱

（代表取締役・羽鳥直孝氏／伊勢崎支部所属）は１日、
介護保険法に基づく福祉用具・介護予防福祉用具の
レンタル、特定福祉用具・特定介護予防福祉用具の
販売を行う事業部「メディケア HATORI」を立ち
上げた。同事業部の責任者を務める角田一臣氏が約
１年前、同社の羽鳥基宏会長と介護について話した
ことが立ち上げのきっかけとなった。会長夫妻の介

【富岡の飲食店サイト】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安
中支部所属）は 17 日、富岡市内の飲食店情報をま
とめたサイト「とみおかテイクアウト＆デリバリー
ガイド」（https://www.save-our-place.com）を開設
した。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため外
出自粛が要請される中、飲食店のテイクアウトとデ
リバリーの需要が高まっている。こうした中、本店
を構える富岡市内の飲食店の情報を取りまとめ、発
信することとした。
　同金庫では「今後も地域の皆さまとのつながりを
生かしながら、豊かな地域経済や生活に寄与すべく
さまざまな施策に取り組む」としている。
 ［４／ 23 付ぐん経］

【宅配請け負い飲食店を応援】
� ㈱ PureNext
　新型コロナウイルスの感染拡大による外出自粛
の影響で、客足が減少している飲食店を応援しよう
と、介護事業を展開する㈱ PureNext（代表取締役・
塚田純次氏／富岡安中支部所属）は、町内飲食店の
弁当を宅配する「中之条グルメ応援キャンペーン」
を始めた。参加店舗は、町内で営業する３店舗。い
ずれも、従業員が少ないなどでデリバリーに対応で
きない飲食店で、同社が宅配を担うことで感染予防
で外出を控える町民とつなぐ。同社は、現在も加盟
店を募集しており、今後も対応店舗は増加する可能
性がある。
　塚田社長は「コロナの影響で苦しんでいる飲食店
と、休校中の子どもたちや外出できない高齢者など
困っている人々をつなぐ懸け橋になれれば。みんな
で手を取り合って乗り越えたい」と話している。
 ［４／ 26 付上毛］

【ミニトマトとトマトジュース寄贈】
� ㈱三光ホールディングス
　農業法人などを運営する㈱三光ホールディング
ス（代表取締役・廣瀬光昭氏／前橋支部所属）は
27 日、済生会前橋病院にミニトマト 200㌔とトマト
ジュース 240 本を寄贈した。廣瀬光昭社長が吉永輝
夫院長に手渡した。新型コロナウイルス感染拡大を
受け、奮闘する地元の医療従事者を応援しようと同
社が企画。同病院で働く人の給食に使われる。同病
院は陽性患者の受け入れはしていないが、面会制限
といった予防策を徹底し、現場には日常とは異なる
緊張感があるという。廣瀬社長は「少しでも応援で
きたら」とし、吉永院長は「気持ちがありがたい」

〒379-2123
前橋市山王町1－19－14
TEL 027-212-3312
FAX 027-266-8288
http://www.s-t-b.jp

産業廃棄物収集運搬
産業廃棄物リサイクルの提案
一般貨物自動車運送
塗装プラント清掃

株式会社 エスティビー
限りある資源を、次世代へ

Stability Topline Business Co.,Ltd.

糖度10のトマト「SWEET10」が好評です
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長
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齋
藤
、
神
保
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辺
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口
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浅
井
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事
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岩
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【
議　

事
】

　

田
村
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
山
岸
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
一
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
総
務
会
報
告

　

澤
浦
代
表
理
事
よ
り
、
同
じ
く
前

日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
総
務
会

の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
定
時
総
会
の
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
講
演
と
懇
親
会
は
中
止

し
、
総
会
議
事
の
み
を
少
人
数

で
開
催
し
た
旨
、
町
田
新
副
代

表
理
事
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

３
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会

等
の
案
内
報
告

　

各
組
織
代
表
者
が
そ
れ
ぞ

れ
、
当
面
の
予
定
や
現
状
で
の

困
り
事
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

４
．
そ
の
他

　

当
面
の
中
同
協
関
連
行
事
の

日
時　

五
月
十
二
日
（
火
）

※ 

二
〇
二
〇
年
度
の
第
一
回
理
事
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
集
ま
ら
ず
に

ウ
ェ
ブ
会
議
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、
提
箸
、
町
田
、
常
任
理
事
／
戸

塚
、
吉
池
、
布
施
、
佐
藤
、
海
老
沼
、

阿
久
戸
、
星
野
、
佐
藤
、
理
事
／
小

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

５月度常任理事会承認

〒370-2454　富岡市田島171

　除菌消臭剤　Dr.無敵を製造しております。
コロナウイルスにも除菌効果を確認済みです。
販売は㈱山藤さんと川上機工㈱さんには大
変お世話になりました。ありがとうございまし
た。その他の事業として火災後の消臭工事を
行っております。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：0274−89−3666
ＦＡＸ：0274−89−3667

火気消臭、ペット消臭、光触媒、業務用洗剤

【紹介者／佐藤茂樹】
ゴルフ

富
岡
安
中
支
部

㈲ジーティーシー

代表取締役
熊　丸　秀　信

S38年生

第1回

予
定
等
が
事
務
局
長
よ
り
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
入
退
会
者
承
認
と
支
部
別
入
会

者
目
標
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一

名
、
退
会
者
七
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
支
部
別
の
入
会
目
標
数
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
運
営
委
員

会
開
催
に
至
っ
て
い
な
い
支
部
も
多

く
、
全
体
数
の
確
認
は
次
回
と
な
り

ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項（
ま
た
は
意
見
交
換
）

　

今
年
度
初
の
理
事
会
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
例
年
通
り
各
自
自
己
紹
介
と

と
も
に
「
コ
ロ
ナ
影
響
下
で
の
自
社

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
」
に
つ
い

て
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
第
二
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
六
月
二
日
（
火
）

　

■
方
法
／
検
討
の
上
連
絡

（
※
そ
の
後
、
六
月
も
ウ
ェ
ブ
に
て

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
）


